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令
和
三
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

蟬
塚　

咲
衣

祭
礼
の
可
視
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ 

―
奥
尻
島
に
お
け
る
震
災
か
ら
の
復
興
と
継
承
過
程

を
事
例
に
―

［
彙
報
］
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［彙報］令和三年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

大
石
和
久 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

※
非
常
勤
科
目
は
実
際
に
開
講
し
た
科
目
の
み
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授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］令和三年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅲ

中
村
三
春 

講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

丸
島　

歩 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

寺
田
吉
孝 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅲ

東　

俊
佑 

講
師

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅳ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ａ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ｂ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
柳
敦
史 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
二
二
年
度　

第
一
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　

七
月
二
日
（
土
）
10
：
40
〜
11
：
40
、
21
番
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
二
名
の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文

の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
30
名
）。

　
　

長
田　

直
美　
「
現
代
短
歌
に
お
け
る
社
会
詠
の
位
相
―
癒
し

　
　
　
　
　
　
　

と
救
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
―
」

　
　

西
村　

秋
桜　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
の
談
話
―
『
断
り
』

　
　
　
　
　
　
　

の
発
話
行
為
か
ら
見
る
女
性
の
談
話
の
変
容
―
」

◎
二
〇
二
二
年
度　

第
二
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　

十
一
月
五
日
（
土
）
10
：
00
〜
11
：
00
、
Ｃ
31
番
教
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
二
名
の
院
生
が
次
の

題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加

者
約
30
名
）。

　
　

福
井　

花
也　
「
Ｇ
．
Ｅ
．
レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
寓
話
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　

る
神
々
の
役
割
」

　
　

西
村　

秋
桜　
「
１
９
３
０
年
代
か
ら
２
０
２
０
年
代
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
の
「
断
り
」
の
変
容
―

　
　
　
　
　
　
　

発
話
行
為
か
ら
見
る
言
語
変
化
と
そ
れ
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

社
会
的
変
化
に
つ
い
て
―
」

◎
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
第
十
回
大
会

　

二
〇
二
三
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）
12
：
30
〜
14
：
10

　
　

本
学
Ｄ
30
番
教
室
に
て
人
文
学
会
第
十
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
大
会
は
「
言
語
と
文
化
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
理
解
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
人
文
学
部
教
授
の
寺
田
吉
孝
先
生
、
金
沢

大
学
国
際
機
構
専
門
業
務
職
員
の
テ
チ
ャ
ー
ナ
・
ハ
タ
ー
エ
ヴ
ァ

先
生
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
元
准
教
授
の
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
ベ
イ
先

生
に
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。

　
　

寺
田
先
生
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
と
こ
ろ
―
地
理
と
歴
史

の
復
習
―
」
と
題
し
て
、
同
国
の
主
要
地
域
と
九
世
紀
以
降
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
の
主
要
な
史
実
を
解
説

さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
や

部
族
に
よ
る
支
配
が
あ
っ
た
こ
と
、
と
く
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部

ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
地
域
で
は
十
四
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
（
18
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支

配
下
に
あ
っ
た
）
に
よ
る
支
配
が
あ
っ
た
歴
史
的
事
実
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
た
。
ま
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
正
書
法
史
」
と
題
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
自
の
正
書
法
の
確
立
に
至
る
歴
史
や
ハ
ル
ィ
チ

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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ナ
ー
地
域
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
影
響
に
つ
い
て
も
ご
発

表
い
た
だ
い
た
。

　
　

ハ
タ
ー
エ
ヴ
ァ
先
生
はzoom

で
ご
参
加
さ
れ
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
木
造
教
会
堂
建
築
―
歴
史
的
背
景
及
び
構
成
上
の
特
質
―
」

と
題
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
史
に
つ
い
て

ご
発
表
い
た
だ
い
た
。
十
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
始
ま
り
、

初
期
の
石
造
建
築
の
教
会
堂
、
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
教
会
会
議

に
よ
る
教
会
建
築
様
式
の
統
一
化
、
一
九
九
〇
年
の
聖
ソ
フ
ィ

ア
大
聖
堂
の
世
界
遺
産
認
定
、
二
〇
一
八
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正

教
会
の
設
立
な
ど
に
触
れ
ら
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
に
多
く
現

存
し
て
い
る
木
造
教
会
堂
、
教
会
堂
の
平
面
図
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

独
自
の
教
会
建
築
様
式
と
し
て
「
ザ
ロ
ム
」（
多
層
式
塔
）
を
画

像
等
で
紹
介
さ
れ
た
。

　
　

ベ
イ
先
生
の
ご
発
表
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
」
は
、
寺
田
先
生
に
よ
っ
て
翻
訳
・
代
読
さ
れ

た
。
ベ
イ
先
生
は
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
で
留
学
生
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

語
と
ロ
シ
ア
語
を
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
学
生
に
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
学
」

を
教
え
て
こ
ら
れ
た
。
近
年
高
等
教
育
機
関
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

に
よ
る
授
業
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
た
め
ロ
シ
ア
語
地
域
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
、
南
部
、
中
央
の
諸
都
市
）
で
学
ぶ
留
学
生
が

苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
国
家
レ
ベ
ル
で
ロ
シ
ア
語
が
排
斥
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
国
勢
調
査
等
で
自
ら
を
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
と
回

答
す
る
人
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
ご
自

身
も
単
一
の
国
家
言
語
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）
を
支
持
す
る
も
の
の
、

他
の
言
語
を
圧
迫
し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
国
家
政
策
に
は
反

対
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
　

ベ
イ
先
生
の
報
告
の
補
足
と
し
て
、
寺
田
先
生
が
実
際
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
多
く
の
都
市
や
村
を
訪
問
さ
れ
た
ご
経
験
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
取
材
し
た
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
キ
エ
フ

の
人
々
の
言
語
使
用
を
参
考
に
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
統
計
資

料
に
あ
る
言
語
使
用
状
況
と
実
際
の
言
語
使
用
状
況
と
の
乖
離

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
れ
た
。
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編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

編
集
後
記

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
一
九
号
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
巻
頭
言
、
論
文
四
編
、
解
説
記
事
、
同
記
事
の
著
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
収
め
て
い
ま
す
。
本
号
の
論
文
は
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
在
籍
す
る
大
学
院
生
と
修
了
生
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
、
い
ず
れ
も
重
厚
で
野
心
的
な
力
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
、
厳
正
な
査
読
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
査
読
者

の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
巻
頭
言
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
で
定
年
退
職
さ
れ
る
寺
田
吉
孝
教
授
に
「
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
い
う
地
域
」
と
題
し
て
、
ロ
シ
ア
南
部

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
に
広
が
る
地
域
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寺
田
先
生
ご
自
身
が
一
九
九
七
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ハ
ル
キ

ウ
を
訪
れ
ら
れ
た
際
に
旧
友
の
マ
リ
ー
ヤ
先
生
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
、
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
や
言
語
が
混
在
す
る
特
色
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
同
地
域
の
背
景
を
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
二
二

年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
言
語
状
況
が
目
に
見
え
て
変
容
し
て
い
る
と
い
う
最
新
の
情
報
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

◉
掲
載
論
文
は
、
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
三
名
の
大
学
院
生
と
本
研
究
科
修
士
課
程
の
修
了
生
一
名
か
ら
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
論
文

も
先
行
研
究
を
丁
寧
に
精
査
し
た
う
え
で
著
者
独
自
の
見
解
を
提
示
し
た
意
欲
的
な
論
考
で
す
。
髙
嶋
熙
和
氏
の
「
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
に

お
け
る
石
橋
湛
山
―
政
治
家
へ
の
転
身
と
挫
折
―
」
は
石
橋
湛
山
の
政
治
家
と
し
て
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
宰
相
吉
田
茂
と
の
関
係

や
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
り
直
し
、
斬
新
な
解
釈
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
伊
藤
翔
太
氏
の
「
嵯
峨
天
皇
と
浄
行
僧
―
怨
霊

対
策
の
視
点
か
ら
―
」
は
、
嵯
峨
天
皇
が
浄
行
僧
に
施
物
を
行
っ
た
事
実
に
着
目
し
、
そ
の
背
後
に
怨
霊
を
鎮
め
る
能
力
を
備
え
た
浄
行
僧

に
対
す
る
嵯
峨
の
信
仰
が
あ
っ
た
と
論
じ
、
御
霊
信
仰
に
つ
な
が
る
怨
霊
慰
撫
の
系
譜
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。
孔
継
金
氏
の
「
戦
国
期

山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
在
地
寺
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
西
宗
寺
と
興
正
寺
を
中
心
に
―
」
は
、
寺
内
町
に
お
け
る
在
地
寺
院
の
宗
教
的
繋

が
り
を
考
察
し
、
山
科
本
願
寺
に
参
入
し
た
寺
院
に
対
す
る
蓮
如
の
態
度
の
考
察
も
射
程
に
入
れ
た
論
文
で
す
。
令
和
三
年
度
に
修
士
課
程

を
修
了
し
、
現
在
は
小
樽
市
総
合
博
物
館
で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
蟬
塚
咲
衣
氏
の
「
博
物
館
展
示
に
お
け
る
民
俗
芸
能
―
北
海

道
の
四
ヶ
散
米
行
列
を
事
例
に
―
」
は
、
北
海
道
特
有
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
四
ヶ
散
米
行
列
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
伝
承
過
程
や
伝
承
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

元
と
伝
承
先
の
関
係
、
各
地
域
に
お
け
る
実
施
状
況
、
採
物
の
比
較
、
博
物
館
に
お
け
る
四
ヶ
散
米
行
列
の
表
象
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
学

芸
員
の
仕
事
と
研
究
と
の
両
立
は
困
難
を
伴
う
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
ご
研
究
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
本
研
究
科
に
は
今
号

の
優
秀
な
投
稿
者
の
他
に
も
着
実
に
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
誌
の
よ
う
な
査
読
を
経
て
論
考
が
掲
載

さ
れ
る
学
術
誌
は
み
ず
か
ら
の
研
究
を
練
磨
す
る
の
に
最
適
の
場
で
す
の
で
、
力
試
し
の
つ
も
り
で
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
査
読
者
に

よ
る
講
評
は
研
究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。
教
員
の
方
々
か
ら
も
刺
激
的
な
論
文
の
ご
投

稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
本
号
か
ら
新
企
画
が
始
動
し
ま
し
た
。「
解
説
シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」
と
題
し
た
解
説
記
事
の
シ
リ
ー
ズ
化
で
す
。

よ
り
開
か
れ
た
学
術
誌
を
目
指
し
、
人
文
学
部
及
び
文
学
研
究
科
所
属
の
教
員
や
他
大
学
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
動
向
や
巷
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
社
会
・
文
化
事
象
を
解
説
す
る
記
事
で
す
。
企
画
の
趣
旨
は
本
号
所
収
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
冒
頭
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
第

一
回
の
テ
ー
マ
は
昨
今
巷
間
を
賑
わ
せ
て
い
る
メ
タ
バ
ー
ス
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
論
や
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
ご
専
門
と
す
る
柴
田
崇
教
授
に
解
説

記
事
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
定
義
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
め
ぐ
る
言
説
、
そ
の
利
点
と
深
刻
な
問
題
点
、
そ
し
て
展
望
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
人
工
物
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
視
点
か
ら
縦
横
無
尽
に
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
解
説
に
続
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
で
は
、
編
集
委
員
の
森
川
が
聞
き
手
と
な
り
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
よ
り
噛
み
砕
い
た
言
葉
で
柴
田
先
生
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
誌
読
者
の
み
な
さ
ま
に
お
読
み
い
た
だ
き
、
願
わ
く
は
学
究
の
源
泉
と
な
る
知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
次
号
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
須
田
一
弘
・
森
川
慎
也
）
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